
























現の違いには人一倍敏感である o I背信号」をgreen light、「青りんごJ をgreen appleと訳すこ
とに慣れてはいても、留学生からの質問に備え、どう説明したらいいかを常に考えなければな
らないからだ。

















ここで歌われている「青い月 j とはどのような月を言うのだろう。加藤 (2006 : 26) は、古
代日本語の名残で「淡く輝く月j を「青い月 J と呼ぶのだ、という。これは本当なのだろうか。
またもしもこの説明が正しくないとしたら、どのように留学生に説明したら納得してもらえる
だろうヵ、


















Berlin & Kay (1969) は色名進化論のバイブルである。この中で、二人は世界各地の言語か
ら集めたデータを分析し、基本色名 (basic color terms) は以下の順序で進化し、色名が増え
ていくという説を主張した 2 )。
第 l 段階 black , white... 2 つの色名(正確には、 black と大半の暗い色調、 white と大半の
明るい色調を指す。以下向じ。色名の周辺の色も指す。)
第 2 段措 black, white , red... 3 つの色名
第 3 段階 black , white , red , green or yellow... 4 つの色名
* greenはblueの領域も含む
第 4 段階 black , white , red, green , yellow... 5 つの色名
第 5 段階 black , white , red , green , yellow , blue... 6 つの色名
-14-
第 6 段階 black, white, red , green, yellow , blue, brown'" 7 つの色名
第 7 段階 black ， white , red , green, yellow , blue予 brown ， purþle, pink, orange, grey 
… 8~11の色名





Berlin & Kay (1969 : 42) は、日本語では「アオ」が「ミドリ j よりも歴史が古いこと(こ
のことについてはあとで触れる)、「アオ」はかつてblue と greenの双方の色にまたがっていたこ
とを指擁している。現在では、中園、朝鮮半島、自本などでは、 green と blueを区別せずに青と
呼ぶことが確認されているし、現代の研究者はgreen と blueの合成語grueを使ってその色名を
表すこともある。





を『日本器語大辞典J (第 2 抜)で見てみよう。
青〔接頭1
1.木の芽などが十分に熟していないことを表わす。「青びょうたんJ I青ほおずき j など。
2. 年が若く十分に成長していないこと。人柄、技能などが未熟であることを表す。






































ちなみにConcise Oxford English Dictionary (Eleventh Edition) によれば、英語のgreen
はゲルマン語超源で、 Old Englishの grene (adj.) 、 grenian (v.) に遡ることができる。そし
て現代英語のgrass (草)、 grow (生長する)と問属の語であるという。ここで注意したいのは、
もしそうであればgreenはもともとgrassという植物の色から派生した可能性が高く、 f生長するJ





























本稿では取り上げないが、このほかにも音節数(アオ 2 苦節、ミドリ 3 音節)が理由である
という説もある。
7. アオの持つメタファーに着目する説
Stanlaw (1997 : 255-256) は日本の青信号について興味深い考察を麗関している。以下に紹
介しよう。
少なくとも800年前には、「アオ」はミドリ色の色調の大半を包含していた。ミドリとアオの
大きな違いは、アオがfreshness、 youth、 unripe (新鮮さ、若さ、未熟さ)を想起させること
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にある。さらにアオは、 inexperienced、 naive (未経験の、ナイーブな)という意味と結びつ
く。そこからさらに意味が敷桁して、 pale、 sickly ([顔色が]青ざめた、病弱な)という意味も
出てくる、という。 Stanlawはここで重要な指摘をする。英語のgreenのメタファーの大半は、
自本語のアオと重なるという指摘である。そして、以下の例文を挙げる。
He's stil a green recruit. (彼は、まだ新入社員(→青二才)だ)
This apple is too green to eat. (このリンゴは、まだ熟していないから(→青くて)食べら
れない)
Y our face looked pretty green after that roller coaster ride. (あのジェット・コースター
に乗った後、君の顔は真っ青だったよ)





However, the "green" go-signal in Japan is called the ao-shingoo (lit. "blue light") , as 
in shingoo ga ao ni nαtte kara, michi 0 watatte-kudasai "please cross the street after the light 





It is likely that the Japanese people were cuing in on this notion of "starting" or 
"freshness" when they decided to use ao as the name for the green light in their traffic 
signal. To put it in structuralist terms , a car must begin to accelerate when the light 
changes. This notion of process and change was probably even more of a central factor 
than hue itself when a label was chosen for the go-light. Thus, neither the native Japanese 
green term midori, nor the English loanword guriin , were selected. 




















「青い月」なんて不思議な表現で、中悶語にはありません。「青 1) ンゴj は中国の一部の地域
なら言います。「青信号」なんておかしい(中国語は「緑灯J)o í緑の髪」は中国語では「鬼」






以上の答えを表にまとめると以下のようになる。「青J í緑j の感覚は、-少なくとも現代の B
本語と中層語ではほとんど重なるところがなく、日本語と韓国語では「青J のメタファーに関
してはほとんど重なっている、ということが言えると思う。
毘例 日本語 中国語 韓箆諾
、月 。 ﾗ ﾗ 
青リンゴ 。 ム 。
背信号 。 ﾗ 。
緑の黒髪 。 ﾗ ﾗ 







れ「開始J r新鮮さ J r未成熟J というメタファーが優先される O この説明は、英語話者に受け
入れられやすい。英語にも極めて類似した例があるからだ。



































white/red/yellow white red/yellow red 
yellow 
black/ green/blue red/yellow green/blue yellow 







yellow / green/blue yellow / green 
black blue 
black 
I E E N V 
Types and Evolutionary Stages of Basic Color Term Systems Cadapted from KBMM , figure 2.4, page 3) 
3) URLを右に記す。 http://kotobank.jp/word/%E9%9D%92
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